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生成AIの進化と
製造業向けAI市場
の可能性

IBMは、AI研究開発と共にファクトリーオートメーション、品質管理、サプライチェーン、サステナビリティといった製
造業の重要領域でAIソリューションを展開しています。本講演では、IBMの最新AIソリューションに加え、製造業で蓄積
してきた豊富なAI実装事例を紹介。製造業を中心とした組み込みAIやフィジカルAIのエコシステム戦略と、スタートアッ
プとの協業がもたらすエコシステムによる日本の製造業の新たな可能性とリスク対策についても解説します。
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東京証券取引所、野村総合研究所、アマゾンウェブサービスを経
て、2016年日本IBM入社。クラウド事業、Red Hat アライアンス
事業、Data AI事業、ガレージ事業、クライアントエンジニアリ
ング事業金融保険部⾧、同新事業推進部⾧、エコシステムエンジ
ニアリング事業部⾧、を経て2025年より現職。
IBMの先端技術アライアンスを担当し、近年はフィジカルAIに代
表される製造業への組み込みAIビジネスにも従事。
Linux Foundation Japan Chapter メンバー、情報処理学会デジタ
ルプラクティス編集委員、産業技術総合研究所(AIST) AIQIMIメ
ンバー、国立情報学研究所(NII) LLMJPメンバー。スタートアップ
企業のアドバイザーを複数社兼務。



IBM Think 2024 / © 2024 IBM Corporation 3

 Think 2026は5月4日～7日米マサチューセッツ州 ボストンにて開催、全体で80以上の国から5,000名以上、
日本からは250名以上のお客様／パートナー様が参加

 IBM CEO Arvindは、AI革命の「Day Zero」にいる今、真のAIファースト企業への変革の重要性を強調し、
そのためのハイブリッドクラウドアーキテクチャーの採用、 そして量子コンピューターへのフロンティア
（進取）が重要とメッセージ

 AIファースト企業のための装備として「AIオペレーティング・モデル」が必要：Intelligence、Action、
Operations、Trustの4つの要素からなる

 IBM Bobによるアプリケーションのフルライフサイクル開発、 AI Nativeシステム運用のためのConcert Platform、
AIのためのフルデータ活用を実現するConfluent、AIとインフラの主権を確立するSovereign Coreなど、
AI本格活用にとって重要なソフトウェアやサービスについて発表

IBMのThink 2026での発表概要



Confluent や
watsonx.data のプラット
フォームを通じて、リアル
タイムで信頼できるデータ
を統合し「起きたこと」で
はなく「今起きているこ
と」で意思決定する

Terraform、Ansible、
Orchestrate によりポリ
シーに基づいた実行を可能
にし、意思決定をガード
レールにそって実現する

Concert と Apptio によって、
ビジネス全体を横断するシ
ステムを包括的に管理運用
する。ActionやIntelligence
と同期することで、すべて
のチーム、システム、AI
エージェントが同じコンテ
キストで動くようになる

Vault、OpenShift、
Sovereign Core によって、
ガバナンスをシステム全体に
組み込み、ビジネスがどこで
展開されていても、安心して
AI を運用・拡張できる環境
を実現する

AIオペレーティングモデル = AI活用したシステム開発管理



IBMの2026年のAI戦略方針

AIを拡大し、お客様の企業価値を圧倒的に引き上げる
IBMは、自社でのAI変革事例をもとに、ビジネスの専門知識とAIをはじめとするテクノロジーの融合を通じて、
お客様の永続的な企業価値向上を実現します。また、お客様に可能な成果をもたらすことに責任をもち、
「お客様に信頼されるパートナー」となることを目指します。
※企業向け業務レベルへの本格AI活用に向けて、コンサルティングと製品でのパートナーシップの拡大

1 2 3IT変革のためのAI ビジネス変革のためのAI 統合AI基盤
AI for IT AI for Business Unified AI Platform

AIの価値を
成果へ

IBM自社でのAI変革体験価値
業務テンプレート | テクノロジーとアセット | 

変革運営ノウハウ

IBM AI Lab JapanとAIパートナーシップ



AI開発者、スタートアップ、
大学研究機関、ISV、

ハードウェア企業など、
多様な最先端のエキスパートが集い、

日本発のAIイノベーションを加速

Design & Build on

Open
Runs on

Hybrid
Trusted as

Enterprise-Ready
オープンでクラウド・ネイティブな
フレームワークを基盤に、AIモデル

やエージェント型AIを共同開発

クラウドとオンプレを統合
柔軟性・拡張性を兼ね備え、企業の

多様なニーズに対応

高性能かつ効率的。業務特化型AI
モデルとガードレールを備え、

企業システムに安心して統合可能

コアバリュー・コンセプト

虎ノ門ヒルズに「AI Lab Japan」を新設
― 日本発AIイノベーションの共創拠点 ―

AI導入を検討している企業

エコシステム・パートナー

大学研究機関 AI開発会社・スタートアップ

ISV(独立系ソフトウェアベンダー) AIハードウェア・クラウド企業 ロボティクス・製造会社

主な活動内容：

・日本の社会課題解決型AI開発：医療、物流、少子高齢化などに対応するAIソリューション開発
・エージェント型AIの共同開発：業務自動化・経営の意思決定高度化を担うエージェント型AIの開発
・特化型AIモデルの最適化：業界・特定業種向けのカスタムモデル開発
・省電力かつAI性能を最適化するインフラやAIチップの開発を目指す活動
・AIトレーニング・プログラム：最新技術や事例を共有するイベント、ワークショップ 、ハッカソン
・パートナーエコシステムの拡張：ISVやAI関連ハードウェア企業との技術連携促進
・標準化活動：AIプロトコル、AIガバナンスや規制対応、AIプラットフォームに関する標準化



watsonx

自社固有の
モデル開発

オープンソースや
その他のモデル活用

IBMモデルの活用

保全

自社固有のデータを一元管理・活用

AI活用・構築のための企業向けスタジオ データとAI双方の
ガバナンス・ツールキット

watsonx.ai
企業独自の競争力と差別化を保持する
ために、基盤モデルをはじめ様々な
AIモデルを活用・構築することができ
る

watsonx.data
AIをビジネスのあらゆる領域で活用
するために、企業の散在するデータを
一元管理し、さらに活用できるよう加
工する仕組みを提供する

watsonx.governance
信頼できるAIの構築を支援する、
データとAI双方のガバナンスを包含し
たツールキット。
責任ある、透明性・説明可能性を
確保したAIのワークフローを実現する

他社やOSSの基盤モデルをはじめとしたAIモデルを活用・構築し、企業独自の価値創造を支援するIBMの生成AIスタック。

チュー
ニング

構築
調整

デプ
ロイ試行

Security for AI
Guardium AI Security

Security for Data
Guardium Data Protection

Guardium DSPM

AIガバナンスデータ基盤・データガバナンス



watsonxプラットフォームにおける戦略と付加価値

AIプラットフォーム
従来型AI（機械学習）に加えて、基盤モデル/
生成AIの利用を支えるガバナンスも備えた企業
向けのプラットフォーム

企業独自のAI構築が可能な
AI活用・構築のための企業

向けスタジオ
watsonx.ai

社内のAIとデータにおける
透明性・説明可能性を確保
するガバナンス・ツールキ

ット
watsonx.governance

自社固有のデータを一元管
理・活用するための
データレイクハウス

watsonx.data

AI アシスタント
さまざまなビジネスプロセス
やアプリケーションにおいて、
専門知識がなくても業務を
遂行できるようにする

最適なコードをAI
が提案/補完する、
コーディング支援

ツール
watsonx Code 

Assistant

人間の会話を理解
し、顧客体験を向
上させる仮想エー

ジェント
watsonx
Assistant

チャット経由で社
内の業務を自動で

連携/実行する
デジタル従業員

watsonx
Orchestrate

非構造化データか
ら洞察を得る検索/

分析ツール
Watson 

Discovery
+ watsonx
Discovery

watsonx

クライアント・エンジニアリング、
コンサルティング
生成 AI の戦略、経験値、技術、運用

リサーチ
生成 AI モデルの開発 (Graniteシリーズ)

IBM Teamとしての総合力
生成AI技術の能力やリスク
を正しく理解し、ビジネス
活用に真に求められる生成
AIを開発・提供する

ポイント①

ポイント②

ポイント③

watsonxプラットフォームは、生成AI開発の中心である「AIプラットフォーム」層と、生成AIを用いた業務アプリを提供する「AIアシスタン
ト層」に分かれます。これに加え、「活用スキルの底上げ」を含めた3層で、貴社における生成AI活用における付加価値提供を行える。

BIで得られた結果
から、その洞察や
将来予測を獲得す

る
watsonx BI 
Assistant

AIエージェント駆動開発
IBM Bob



watsonx Orchestrate
watsonx OrchestrateはAIエージェント/アシスタント構築のためのプラットフォーム。生成AIやRAGによる回答生成から、Toolの呼び出し、複数
Toolを組み合わせた業務シナリオの自動化を可能にします。また、ワークフローや、ビジネス・ルール、RPAといった生成AIを補完する機能も含
めて単一のプラットフォームとして提供し、生成AIを活用した業務の自動化を迅速に実現。

何かお手伝いできることはありますか？

案件の登録がしたいです

以下のフォームを入力して下さい

アカウントID

件名

・
・
・

チャット・インターフェース(専用UI、Web埋め込み、チャネル統合）

様々なTool/エージェント

ビジネス
ルール

ワークフロー RPA

呼び出し

キャンセル 適用

案件の登録は
どうやるん

だっけ？

結果表示

案件登録した
らメールも送

りたい

登録する際の
文面をAIで生
成できたら嬉

しい

質問

回答

文書生成AI 会話フロー(アシスタント)

ツール・フロー

生成AI

エージェント



IBM Bobの概要
IBM Bobとは：
• IBM Bobは、IBMが提供するAIエージェント駆

動開発であり、AIファーストの開発支援ツール
システム

• AIがリポジトリーや仕様書を理解し、開発者の
パートナーとしてコード生成、仕様書生成、
コードレビュー・最適化を支援

IBM Bobが注目される理由：
• 開発工程全体の生産性を向上させ、反復作業を

減らし、開発者の創造性を新たなレベルで解き
放つ

• 企業のソフトウェア開発向けの高度な機能とし
て、仕様駆動開発、コードレビューやJava/IBM 
i向け拡張機能の提供で品質と開発スピードを両
立し、ソフトウェア開発を加速

すでに社内100,000人以上の開発者が

IBM Bobを利用しており、平均45%
以上の生産性向上が報告

販売管理システム
を作成して

Chat

Detect

Review

</>

コード作成

Agentic
Workflow



IBM Bob の機能と画面イメージ

エンタープライズ
志向

ハイブリッド
拡張性

全方位
モダナイゼーション

1 2 3

• 統制・制御権
• 安全性
• 監査性
• 再現性

• オンプレミス
• クラウド
• API
• MCP

• モダン言語
• レガシー資産

(COBOL、RPG等)
• システム開発運用

利用する基盤モデル (LLM or SLM)
• 利用者が意識することなく、タスクに応じた適切なモデルに

自動的に振り分けることにより高い品質 (正確性・性能・コスト) 
を実現

• フロンティア・モデル : Claude (Anthropic社)
• オープンソース・モデル : Mistral, Devstral (Mistral AI社)
• 専門モデル : Granite (IBM)、カスタム・モデル

AIエージェント駆動の
エンタープライズ向け開発支援パートナー



可視化

制御・最適化

数値分析

テキスト分析/
言語処理

画像認識・
分析

音/音声認識・
分析

IT基盤

人材育成

IBMが考える製造業向けAI活用領域
製品企画・
マーケ

物流 販売開発・設計 調達 法務 経理 人事
サプライチェーン機能 間接機能

需要計画 生産・保全/品証 サービス

技術動向
調査

図面デジタル
化・図面検索

納期調整業務
支援

ARでの生産・
保守作業支援

IoT管理 (CFC) 

契約書
チェック支援

営業活動
支援

音声による
倉庫業務効率化

音声分析による
不良/異常検知

画像分析による
不良/異常検知

保全作業者
支援

故障・異常
分析/予測

資産
保全管理

生産計画
最適化

作業者体調
管理支援
Worker Insights

需要・受注
確度予測支援

AI Data統合管理 (Cloud Pac for Data / Data Platform Services) 

フィールド
ワーカー支援

特許分析

不正支出検出
FAMS

配送ルート
最適化

AI人材育成

不正支出検出
Expense Insight

経理・決算業
務自動化支援

需要予測

パーツ組み
合わせ最適化

走行データ
解析

寿命予測

特許分析

ナレッジ検索

契約書分析

在庫最適化

営業拠点
最適化

市場価格査定在庫可視化

ターゲティン
グ

SNS・
トレンド分析

お客様の声
(VOC) 分析

コール
センター支援

故障予測・
クレーム予測

人事業務支援
(HR Tech) 

お客様の声
(VOC) 分析

ペルソナ・
感情分析

購買業務
支援

製造品質・
不良原因分析
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+生成AI活用
が特に有効
な良識
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設備運用管理システムMaximo内の作業ログを活用し、watsonx.aiが作業日報の作成を支援することで、日報作
成工数を大幅に削減。生成項目に合わせて使用する基盤モデルを変えることでアウトプットの精度を向上。

事例: IBM／Maximo作業ログからの作業日報作成

背景
 社員は毎日、1日の作業内容 (作業の流れ/作業箇所/作業時間/作

業結果) 、申し送り事項、気づき等を作業日報としてまとめ、
作業内容を管理していた

 作業日報の作成には毎日30分～1時間程度の時間を要していた

主な成果
 これまで30分～1時間程度を要していた作業日報作成が、

5分以下で可能に
 日報記載内容の個人差・ばらつきが減少して品質が向上

今後の展望
 作業ログや過去の故障情報などから傾向を分析し、対応策を

提示
 その他領域、運用管理システムへの展開

ソリューション概要

 作業ログからwatsonx.aiが必要な
情報を抽出・構造化、分類・生成
などを行い、作業日報を生成

 生成する項目に合わせて基盤
モデルを変えることで精度を向上

ポイント
 複数のLLMを用いて精度比較を行い、生成する項目に合わせて

最適なモデルを選定
 日報作成のみならず、その他領域、作業プロセスへの展開余地

が考えられるシステム構成

日報

作成日: YYYY年MM月DD日
報告者: XX XX

サマリー/要約

作業の流れ(一覧）

申し送り事項

気づき

傾向分析

作業指示書
検査フォーム etc…

watsonx.ai

作業ログ
取得

API連携

必要な情報を
抽出&構造化

要約生成

抽出&
構造化

分類&
生成

分析

日報生成

出典：https://video.ibm.com/recorded/133509233



2021年より継続して、IBMと協業して、Watsonを活用した素材の新規用途探索に取り組み成果をあげてきた。
既存のソリューションを高度化する形で、生成AI活用に取り組み、より効果的な新規用途探索を実現

事例: 三井化学様／素材探索

背景
 2021年より継続的にIBMと協業し、Watsonを活用し、社内外

のデータ (特許/技術文書/SNS/ニュース) を用いた技術の新規用
途探索に取り組んできた

新規用途探索の成果 (100件以上) は挙がっているものの、デー
タ整備・結果からの用途抽出に大きな工数がかかっていた

主な成果
 辞書作成や母集団抽出の工数をGPT活用により削減
 提示される新規用途候補の中からノイズを削減、絞り込みを可
能にすることで工数を削減

今後の展望/課題
 SNS上の動画なども含めたマルチモーダル対応、新規用途発見

実績のGPTへのフィードバックによるソリューション高度化・
自動化

 SFA / MAなどの既存業務システムとの連携による、
事業部門を跨ったTime to Marketの短縮

ソリューション概要

 GPTを活用し、今まで人手で実施しており、多大な工数を要し
ていた母集団抽出・辞書作成を省力化

 GPTを活用し、ノイズとなるデータの絞り込みを実現

母集団抽出 辞書作成 分析

GPT

抽出条件案
提示 (生成) 

同義語提示
(生成) 

ノイズ削除
(抽出) 

ポイント
 生成モデルの特性を活かしたユースケースデザイン
 既存AIと生成AIの組み合わせによるソリューション高度化
 複数プロセスへの生成AI適用を支えるアーキテクチャ

デザイン

Watson 
Discovery

出典：https://jp.newsroom.ibm.com/2023-04-12-Mitsui-Chemicals-starts-verifying-new-application-discovery-generative-ai-and-IBM-watson



散在していた技術的知見をLMMとLLMを併用することで生成AI化し、社員が活用できるようになったことで
知識モデル作成の所要時間を67%短縮、開発業務は30%、企画業務は50%の工数削減を実現。

事例: ホンダ様／技術者知見の継承

背景
 技術的知識の社内散在に課題があり、Advanced Expert System 

(A-ES)*を導入、知識のモデル化で一定の生産性向上があった一
方、モデル作成の膨大な工数から活用領域に制限があった

主な成果
技術的知識を生成AIに学習させる取組をIBMと共同実施、モデリ
ングを効率化することでA-ESの活用領域拡大、生産性向上を実現
 知識モデルの作成時間を67%削減 (3年→1年)
 A-ES活用により開発業務では30%、企画業務は50%工数削減

ポイント
 同社で重要な知識が残されることが多いPowerPoint資料の図や

グラフを大規模マルチモーダル・モデル(LMM)を活用して学習
 LMMとLLMの両方を適用し、プロジェクトの実現可能性を確保

ソリューション概要

 PowerPoint資料等の社内資料を大規模マルチモーダル・モデル
(LMM)を活用しながらテキスト知識をデータベース化、
LMMをLLMと組合せRAG検索のように活かすことで
社員が技術的知識を活用可能に

PPT PPT
…

PPT

大規模言語モデル (LLM)

テキスト化し
学習 (LMM)

社員が知識を活用

*Advanced Expert System (A-ES): ホンダ様におけるシステムの名称。熟練技術者の知識を若手技術者に伝えるために導入されており、知識モデルを基に動作する。

出典：https://www.ibm.com/jp-ja/case-studies/honda-watsonx



事例: JFEスチール様／製造現場でのDX

背景
 さまざまな装置のトラブルを経験し、高度な保守・保全のノウ

ハウを持った熟練担当者が定年を迎えて次々に退職していく中
で、中堅以下の担当者は人数面でも層が薄く、熟練担当者に依
存した体制からの脱却が“待ったなし”となっていた。

主な成果
装置に故障が起こった際の製造ラインのダウンタイムを20%以上
短縮する効果もあらわれています。また、製鉄現場で過去事例や
予備品の検索をモバイル端末で行うことで移動時間を削減できる
ようになったことも装置のダウンタイム短縮につながっています。

今後の展望
 「J-mAIster®」は電気、計装、プロセスコンピューターの故障

復旧支援に特化して構築されましたが、工場オペレーションな
ど、他の業務分野でも同じ仕組みの活用が期待されています。

ソリューション概要

 「J-mAIster®」は、AI技術を活用し、設備で発生した故障事象に
対して、過去の故障履歴、対処履歴、各種マニュアル等の膨大な
データから、最適なデータソースを提供するシステム

製鉄設備のメンテナンス業務にAI手法を導入した制御故障復旧支援システム「J-mAIster®」を構築し、全国6カ
所の製鉄所/製造所への展開。膨大な文書情報をAIで解析し、今まで蓄積してきた保守・保全ノウハウをナレッ
ジとして活用し、実際に製造ラインのダウンタイムを大幅に短縮する効果。

出典：https://www.ibm.com/jp-ja/case-studies/jfe-steel
https://www.jfe-steel.co.jp/release/2023/09/230919.html



事例: 京セラ様／ファクトリーオートメーション

背景
 「今後、早期に売上高を1.6兆円から2兆円に拡大する」という

目標を打ち出し、ものづくりの生産性を2倍に高めることで原
価を下げ、コスト・リーダーシップによる競争優位を確立する
ことで、既存事業の売上を伸ばすことを目指す「生産性倍増プ
ロジェクト」を推進。

主な成果
40年近い歴史の中で高度なノウハウを蓄積してきているファイン
セラミックスの製造工程で、AIモデルを活用したところ、不良改
善の結果として6％近い歩留まりの向上を実現しました。

今後の展望
 システムから得た洞察によってオペレーターが自らの行動を変

え、より創造的な仕事にシフトしていき、データ連携基盤を超
えた人間と人間、人間と機械のコミュニケーション基盤として
活用できるように、デジタル・プラットフォームの進化を模索。

ソリューション概要

 最適な月次投入数および調達を立案する生産計画や、最適な
日次のリソース計画を立案するスケジューラーにGIView
Planner、製造計画立案、製造工程の状態把握およびオペレー
ターへの指示出しや設備制御を行う製造実行システムにMES 
Express+GIView PSを導入。生産現場からIoTデータの収集お
よびリアルタイム分析を行うエッジコンピューティングの仕
組みとして、CFC analysis platformを活用、さらに、全社のあ
らゆるデータの連携・格納・加工および分析とモデル管理を
担うデータ活用基盤としてIBM Cloud Pak for Dataを導入

ロボットとAIを組み合わせたスマートファクトリー構築支援ソリューションを導入して製造ラインの無人化と
自律化を目指すものです。不良を出さない仕組みにより生産性を2倍に高めることで製造原価を下げ、グローバ
ル市場におけるコスト・リーダーシップを発揮。

出典：
https://www.ibm.com/jp-ja/case-studies/kyocera
https://iotnews.jp/core-technology/10353/



事例: 四国化工機様／検品判定AI化

背景
 品質・味・見た目のあらゆる点で四国化工機の技術力と製法へ

のこだわりが表れるのがもめん豆腐であり、その需要は増加を
続けており、生産能力の拡大が急務となっていました。

主な成果
豆腐業界では初めてとなるAI技術を用いたラインピッキングシス
テムを開発・導入し、人間の10倍速での豆腐の自動判定検品を実
現。AIモデルの学習やチューニングは製造現場のベテラン社員が
主体となり実施し、約2カ月で本番稼働を実現。4名体制を取って
いた製造ラインは管理者1名だけで稼働可能となりました。

今後の展望
 四国化工機はもめん豆腐で培ったAIの技術を、別の食品製造・

加工や梱包・パッケージの検品に適用していく計画を進めてい
ます。

ソリューション概要

 Powerサーバ、Maximo Visual Inspectionを活用

従来の目視検査から、豆腐の高速自動判定検品を実現したのが、豆腐業界初のAI技術を用いたラインピッキン
グシステム「STI-ALPS」で実現

出典：
https://www.ibm.com/jp-ja/case-studies/shikoku-kakouki
https://jp.newsroom.ibm.com/2021-07-28-IBM-Japan-Shikoku-Kakoki-
tofu-production-factory-AI-introduction-support-for-smart-factory
https://www.shikoku-kakoki.co.jp/news/2021/000142.html
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AIの現状課題と解決の方向性

投資
していない

テスト導入
と実験

効率と
コスト削減

成⾧と
拡大

投資
していない

テスト導入
と実験

効率と
コスト削減

成⾧と
拡大

https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/jp-ja/c-suite-study/ceo出典：「グローバル経営層スタディ第32版」ー生成AIの取り組み状況：

PoC止まり傾向

解決の方向性
A) AIの業務適性を知る - 「ロングテール業務」
B) 業務適性を活かせる最新技術を知る - 「エージェント型AI」



A) AIの業務適性を知る - AIは「ロングテール業務」に向く

従来型プログラムに
向く業務

正確性が必要な業務
頻度高い定型業務
応答速度要求が高い

AIに向く業務
人手作業や調整が残
るロングテール業務
営業 : 案件進捗管理
購買 : 見積り妥当性
人事 : 採用、離職防止
など

現時点では、AIと従来型プログラムを組み合わせるパターンが増える



B) 業務適性を活かせる最新技術を知る
- 「ロングテール業務」に親和性あり「エージェント型AI」

AI++AI
従来型のAI AIエージェント エージェント型AI

事前定義された
アクション・パス

自律的に意思決定と
シングルタスク実行

複数のAIエージェン
トが連携し目的を達成



製造業の設計開発のプロジェクト管理と状況把握にエージェント型AIを適用し、各部門の進捗から
重要な課題を把握

現状 IBMからのご提案

製造事例：製品ライフサイクルにおけるPM支援エージェント

効果：統括PMが状況把握する時間を大幅に短縮
でき、本来必要な「状況への対処」に時間を割く
ことができ、生産性が向上。

課題：製品の機種改良などに際して設計・試
作・調達・製造など多岐にわたるプロジェクト
管理に多大な工数を費やしていた。



日本は製造業が多く、このAI用データ管理の
セキュリティガバナンスが重要な課題になってくる。
出典：IPA 独立行政法人 情報処理推進機構 の発表資料より
https://www.ipa.go.jp/digital/data/miraikaigi/rcu1hd000000mare-
att/meti_industrial_data_ai_policy.pdf







暗黙知の形式知化の導入ステージとAXの今後

従来型のAI導入 生成AIの導入 AIエージェトの導入 フィジカルAIへの応用

暗黙知は、SECIモデルの通り、企業
の財産であり、ここの形式化におい
ては、伴走化と内製化が必要！

簡易業務
（生産性重視、非差別化領域）

基幹業務
（企業のコア、差別化領域）

学習データ ≒ 多くは形式化
（構造化中心） 合成データ ≒ 暗黙知も多い

（非構造中心）

出典：
https://www.hitachihyoron.com/jp/column/ei/vol15/index.html




